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はじめに
Carl Sand burgがArchibaldMacLeishを知るようになったのは， 1930年代のはじめである。
とりもなおさず詩が取り持つものだったことは言うまでもないが， Carl SandburgがAbraham
Lincoln伝記作家であり， Archibald MacLeishは国会図書館館員であるということのために，
1930年代から CarlSandburgが1967年 7月22日にこの世を去るまでの間，二人の聞に取り交さ
れた数多くの手紙のなかで，現存する170通以上が二人の長い間の友情を明確に証明するもの
である。この論文は，二人の詩人CarlSandburg及ひ、ArchibaldMacLeishの生きざまを二人の
手紙を通して，時代を追って検証をすることを目指すものである。
結びつき
Carl Sand burgとArchibaldMacLeishがお互いに尊敬の念を抱き続け，時に仕事を共にする
ことによって理解を深めた。生まれながらにして，この二人の詩人はイリノイ州の全てに馴染
み，知り尽くしていた。 CarlSandburgはイリノイ州ゲールスパーグの街にスウェーデンの移
民の子供として1878年 l月6日に産声を上げた。 CarlSand burgはArchibaldMacLeishの14歳
年上であった。 ArchibaldMacLeishは1892年 5月7日，ミシガン湖に面したイリノイ州
Glencoeの街に， Carl Sandburgとは対象的に，裕福な，しかも教育のある両親の下に生まれ
た。父はシカゴの C.P. S.会社の創設者であり，シカゴ大学の初めての理事会の副会長であっ
た。母親は結婚するまでは RockfordSeminary女学校の校長をつとめた。いわば Archibald
MacLeishは「貴族」であり，学者であった。 Yale大学の学生時代はフットボールをやった。一
方 CarlSandburgは肩で風切るスウェーデンからの移民の二世で，田舎街 Galesburgの
Lom bard Collegeで、バスケットボールをやった。また， Archibald MacLeishは法律家であり，
教授で，国会図書館員 (1939-44) であり，国務次官補(1944-5) でもあった。 Carl
Sandburgはと言うと社会党組織者であり，新聞記者であり，トルバドールで、あり，ミンネンジ
ンガー(叙情詩人)で，大衆詩人であった。しかし，二人を固く結びつける粋について考えて
みると，アメリカが成してきたことを頑なに信じ，詩人の置かれている位置はアメリカ生活の
中心にあるのだと言う確信を共に持ち続けることにあった。
二人の手紙は35年間に及び，二人が共に抱いた確信の深さの程が立証されると言うものであ
る。 ArchibaldMacLeishはCarlSandburgからの手紙を保管するために国会図書館で、自分の原
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稿の中に残し， Carl SandburgはArchibaldMacLeishからの手紙を TheUniversity of Ilinois 
LibraryのCarlSandburg Collectionに委託した1)。郵便の消印は二人の成長してし、く生涯の状況
を指し示すものである。 ArchibaldMacLeishは初めて CarlSandburg にHenryLuceの雑誌
FORTUNEの編集長をしているとき，その仕事場から書いた。また1938年， Archibald 
MacLeishはNiemanFoundationの職員をしていたHarvardから手紙を書き送り，また1939年
までにも手紙は国会図書館職員として働いていたワシントンから発送された。更に1945年，
Archibald MacLeishが使用したレター・ヘッドには IAssistant Secretary of State， 
WashingtonJ とある。 1947年以降， Archibald MacLeishはケンブリッジ，マサチュッセツ州
コーウェイの大事な仕事場としての UphillFarmから CarlSandburgへ手紙を書いた。ある
時 CarlSandburgの故郷イリノイ州 Galesburgにある HotelCusterのCarlSandburg Suiteか
らCarlSandburgに冗談を飛ばした手紙を書き送ったことがある。これからしても二人は文学
者として，詩人同志の関係以上であることが判る。
My message is they've made a suite of you here， but you taste just the same to me.2) 
Carl Sandburgが1930年代にArchibaldMacLeishに宛てて書いた手紙にはシカゴの消印があ
る。 THECHICAGO DAIL Y NEWSで働いていた時期にあたり，まだ AbrahamLincoln 
The War Yearsは完成はしていなかった。そのほかの手紙を見るとミシガン州Harbertの村の
ミシガン湖畔の砂丘にある CarlSandburgの家から発送されている。 CarlSandburgは頻繁に
Archibald MacLeish宛にシカゴとニューヨークの聞を行き来する折りに，また米国内のいろい
ろな街での講演会の合間に手紙を書いた。 1945年以降は CarlSandburgは主にノースキャロラ
イナ州 FlatRock にある245エーカーの敷地，自分自身の農場， Connemaraから書いた。
Archibald MacLeishとCarlSandburgが詩，政治の理想的な形，ご人の関係を定義づける極
上のユーモアなどの領域に踏み込み始めたとき， Archibald MacLeishは， Carl Sandburgによ
れば，、neof the healthiest forces in American poetry today，3) であった。 40歳になった
Archibald MacLeishはFORTUNEでの仕事に加えて，何冊もの詩集を出版していた。丁度そ
れは，時あたかも Pulitzer賞を受賞したConq uist adorをCarlSandburgに送り届けたばかりで
あった。
1932年， Archibald MacLeishの本と手紙を受け取ったCarlSandburgが54歳，やがて仕事の
上では頂点に達しようとしていた。 5冊の詩集， 4冊の児童文学，American Songbag ，それに
2冊本の AbrahamLincoln : The Prairie Yearsなどが獅子奮迅のシカゴ詩人に名声とある程
度の富をもたらしていた。 CarlSandburgはArchibaldMacLeishを詩人としては言うまでもな
く，ジャーナリストとしての力量にも敬服していた。 CarlSandburg自身は新聞記者としての
長きに亙り生活費を稼いでいたが，やがて15年間 THECHICAGO DAIL Y NEWSとの関係も
終わりを迎えようとしていた時である。何にもまして， Carl Sandburgは Archibald
MacLeishの詩を高く評価していた。そのことは次の手紙から十分にうかがえる。
“Y our books are among my permanent treasures invisible securities that the tax 
，4) 
assessor passes Up to list other belongings. 
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1933年に刊行されたArchibaldMacLei訟の詩集FrescoesFor Mr. Rockfellers' s Cityはアメ
リカの自然，景色，それを愛し，その土地を耕し，そこに住まい，とりまく全てを守ろうとす
る人々を賛美している。 ArchibaldMacLeishはこの詩集をCarlSandburg q.こ献呈した。その詩
は生気に充ち溢れ，土地と一般大衆を搾取する「帝国建設者j などの表現方法など Carl
Sandburgの初期の作品を傍傍とさせ，Chicago Poemsの中の数々の詩を思い起こさせるもの
がある。
共通の場
Archibald MacLeishの詩が反ユダ、ヤ主義であると THENEW豆EPOBLICで、MichaelGoldが
批評をした。その論文は怒りに満ちたもので P 当時の知識人の時に多くの援紋を投げかけた。
Carl Sandるurgはすぐさま ArchibaldMacLeishを擁護する立場を表明した。 Abraham
Lincoln : The War Yearsの著作に専念する時ではあったがわざわざ戸時間を書れ、て Archibald
MacLeishに何通もの手紙を送り，N.論する論文の原稿を書いた。そのーっとして次のような
ものを THENEW REPじBLICに送った。
Editor The Newまepuむlic，
Sir， As regards the allegation of your contributor， Michael Gold， that Archibald 
MacLeish's“Frescoes for Mr. Rockfeller's City" is Anti-Jewish and Hitlerish， may 1 
add the point that on meeting Rabbi Gerson Levy， a Scotch Jew， 1 find that he does 
not agree with the judgement of Mr. Gold ? Of course， Mr. Gold may say that it is a 
case of the Scotch Strain in Rabbi Levy being prejudiced in favor of MacLeish， in 
which event 1 would point to the Chicago bookseller， Ben Abrahams， a Russian Jew 
who has sold many copies of Mr. Gold's book “Jews Without Money." Mr. Abrahams 
agrees with Rabbi Levy that MacLeish is a great poet and quite beyond any business 
of jewbaiting which Mr. Gold tries to read into MacLeish's latest offering. In this 
babel of tongues known as the United States of America it has become a genial 
custom for men to give imitations of brogues and dialects and we may hope that the 
use of Yiddish fumbling and dialects and we may hope that the use of Yiddish 
fumbling with the American language， by a literary artist， is no more Anti-Jewish 
propaganda than an imitation of Harry Lauder is a way of saying to hell with the 
Scotch. Harbert， Mich. 
CARL SANDBURG5) 
言うまでもなく ArchibaldMacLeishはCarlSandburgのとった行動とその後押しに感議をし
た。 1933年 8月に手紙を書き，当時執筆中であった著作 ，Artaham Lincoln T he War 
Yearsのために停滞をさせたことを佳びている。 CarlSand burgはArchibaldMacLeishのため
の擁護をしただけで、なく，自分の詩Moonlightand MaggotsをArchibaldMacLeishに献呈し
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ナこ。その詩は月と人生の意味に対して余りにも違いのある詩人とピジネスマン，芸術家と高売
人の風刺のスケッチで怠る。詩と小説の違いはあっても，これはまさに SomersetMaugham 
のTheMoon and Sixpenceのアメリカ版である。 CarlSandburgはその詩を FORTUNEの
百enryR. Luceに送り， FORTUNEが散文以外，初めて買った詩で、ある。そのいきさつは，
FO叉TUNEが未だかつて散文以外に翼い入れたことがなく，韻文はし、かほど支払うべきか判ら
ず，一定、$200を提案したのである。 ArchibaldMacLeishがCarlSandるurgが書いた言辞は適
弱でないと言う意味を伝えて，出来れば取り下げるよう説得した経緯はあったが， 1934年 1
月， FORTじNEvこ掲載された。
協調と互助
1935年までに既にArchibaldMacLeishとCarlSandburきはお互いを擁護し，詩の献呈をした
りすることから，進行中の作品の批評をし合うことを前提にお互いに観作過程にある未完成の
作品を読み，勇気づけをして，忠告をし合う事はしばしばであった。特に CarlSandburgはア
メワカの経験とアメヲカの一般民衆の確認の叙事詩，ThePeople，Yesの長い原稿をArchibald
MacLeishに読んでくれる様に依頼した。 CarlSandburgはGeorgeWestに次のように書いてい
る。
. . MacLeish，むythe way， was finely helpful. At a time when my reading sensitively 
on the thing was blunted， he read the script three times， once out loud， and made 
three specific suggestions， two of which 1 saw should be worked out. . . 
The book referred to was The People， Yes. The Brandeis-Hughes line is: “Who was 
the twentieth century lawyer who said of another lawyer.壬Iehas one of the most 
enlightened mind of the eighteenth century?' and why did fate later put them on the 
Supreme Court bench?" Lincoln Steffens died on August 9， 1936.'6) 
しかしその ArchibaldMacLeishがTHENEW YORK TIMESからThePeople， Yesの書評
を書くように依頼を受けたときに，二つの理由を挙げて断わったことを CarlSandburg宛の手
紙で伝えている。その時に述べた理由とは，その種の批評はしたくない，と言うものであり，
その時にすぐさま，時を移さずに批評を書かなければならないと言うために，単に物理的に不
可能であると言うだけで，それ以外は伺もない，と言うものであった。しかしながらその後
にCarlSandburgがNEWMASSESのために批評を書いてくれと ArchibaldMacLeish vこ言っ
たときにはすぐにそれに従った。それは1936年の春のことであった。
Carl SandburgはArchibaldMacLeishのスケジュールの重圧は言うまでもなく十分に理解し
ていた。ユーモアに繰るんでCarlSandburgがArchibaldMacLeishのことで気がかりな事柄に
ついて忠告の手紙を書いている7L決して怠けは非難きれない。邑分自身は今余りほめられた
状況にはない。人が良すぎるきらいがある。気にしなさんな，とでも言う調子ものであった。
1936年 8月， New YorkでArchibaldMacLeish vこ出会って間もなく， Carl Sandburgは国会
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図書館の DavidC. Mearns fこArchibaldMacLeishがもらしている“mymost precious letter 
from Cary，m と言わしめた手紙を書き，それをThePeople， Yesの中に大事に保存していると
まで言っている。
. . (with) a man of music having a rare capacity for toil and solitude. So just now 1 
have decided to go on living. That was an unforgettable evening， packed with enough 
said and unsaid to keep me going a good while. May your high sensitivity always have 
a reciprocal of intestinal fortitude.
9
) 
Carl SandburgとArchibaldMacLeishは共に二人の惑受性と不屈の精神を強く求めると言う
理由からしても，お互いに文学的な協力者であり続けた。 NEWMASSESは島る程変の制限を
つけてではあるが， Archibald MacLei誌の ThePeople， Yes についての批評10)を， 1936年 9
月 1日号に掲載することを承諾していた。 ArchibaldMacLeishがCarlSandburgに書き送った
手紙tこはその批評に関して謹めて厳しい言葉が見える。この事実からしても，寧ろ二人は堅い
友情の鉾によってしっかりと結ぼれていたことが理解できる。
. . . Letme speak candidly and as 1 think. 1 think this: You and 1 have a consideraるle
responsibility. We are poets but we are also men able to live in the world. We cannot 
escape our duty as political animals. You have fulfilled that duty in your Lincoln and 
in this boo註.This boo主isa basis for political action. It is not a program. It was not 
intended toるea program. But it makes clear the issue. Y ou cannot escape its 
conseq uences and neither can 1， as a man who has perceived its meaning， escape its 
consequences. We must act now politically to drive this issue into the forefront of the 
sensitive minds of al men， both those who think and those who do not think. We 
must now become pamphleteers， propagandists-you by your own right， 1 as one who 
，l1} 
can aid you somewhat. Well? 
共通する基盤
また文学活動に於て，ここに二人が共通する基盤があることが明確に示されている。二人は
社会に於ける詩人の地泣と言うことに関してお互いに考えるところを手紙でやりとりしてい
る。二人の詩は一般大衆の場に穀然としてその足場を構えていたし，また多くの場合，詩人と
してよりは寧ろプロパガンディストとして非難され，軽蔑の言葉に出くわすことがあった。
Carl Sand凶 rgは1945年春に次のように言った。
“We wuz a movement and one of them trends.，12l 
Archibald MacLeishはPOET畏Y誌1938年 7月号13)に1nChallenge Not Defenseと題して，
詩人の大衆の中での役割について書いている。二人のような路線に従って詩を書く詩人を否定
的にすら考えて，詩を客間のお遊びごとと捉えて，厳しすぎる現実の社会に生きている人の生
きざま，競えに苦しむ人々の惨めさ，野心を抱く人の致治，善を告じて止まない入の生きざ
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ま，飢えに苦しむ人々の惨めさ，野心を抱く人の政治，善を信じて止まない入が抱く憤憩など
荷の関係もないとしている批評家に対してその考えの甘さを非常な厳しさを以て開陳した。
Archibald MacLeishの詩の理論が AmericaWas Promisesに於て明確に示され， Carl 
Sandburgはその詩を賞賛して次のように書き送った。
It carries AmerIca， farther， holds mystery and musIc besides terrible and Involved 
meaning. It belongs with the best pieces of the Great American Testament. 1 am glad 
and thankf ul you go on being sha主enby this theme-14) 
そしてまた，新需15)にArchibaldMacLeishとの共通項を上げている。人は沈黙を守って向
が出来るか，言うべき時には発言すべきであると言うことについて意見を述べている1旬。
Archibald MacLeishは詩に関しての講演を基にして出来た随筆集であるその著書 Poetry
and Experience vこ於てその主題として「詩は現実世界のものでなければならなし、」と言う主張
を声高らかに歌っている。
Poetry can inhabit the world， the actual world， even the political world. To practice it 
there is not easy. Indeed it is more difficult than to throw one's self into politics， into 
revoiuion，directiy，as a man，as a revolutionary-) 
これはとりもなおさず，友人の CarlSandburgが好んで口にする言葉であり，また多くの時
に繰り返している。 1942年， Archibald MacLei誌の詩集 AmericaWas Promisesについて
Carl Sandburgは新開に次のように述べている。
In 1939 came MacLeish's America Was Promises， a solemn song， a prophecy and a 
warning as to this hour was live and see， putting to music the great hopes and 
prayers of this country， with lines running smooth and winding as the footwork and 
weaving of the old Yale halfback who wrote them.
15J 
実りのとき
1936年， Carl Sandburgは ArchibaldMacLeish vこ手紙を送った19)。それからの10年間は
Carl Sandburgにとって重要な時期となる c 即ち ，The People， Yesを出版し， 4冊本の
Abraham Lincoln: The War Years vこ対してピュリツアー賞・壁史部門を受賞して，新開記事
及び新しい詩を集めて Home Front H omeと言う題の一冊を出版した。またその当時 Carl
Sandburgは生涯初めての，しかもその生涯に於て唯一の小説である RemembranceRockを手
がけていた。
一方， Archibald立acLeishにとっては，この十年ほどの関は， 30年代後半に 3冊の詩集，
Public Speech (1936)， Land 01 the Free-U. S. A. (1938)， America Was Promises (1939)を
刊行して， 1939年に国会図書館員になると言うために成した重大な決意の時で、あったと定義で
きょう。 ArchibaldMacLeishは国会図書館での荏務に就くことを最初に拒み続けていたもの
の，ついにはFranklinD. Roosevelt大統領の無理強いに屈践してしまい，詩人として創造する
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ことにかかわる警の時に払わなければならない犠牲を十分に認識したあと，国会図書館のつら
い地生を引き受けることになった。 1944年までその地位を保ち，その後 AssistantSecretary 
of State国務次官補になった20)。
1940年， Carl Sandburgは OpenLetter to Archibald MacLeish Who Has Forsaken His 
Massachusetts Farm to Mde Propaganda For Freedom (1940)21} と題した詩を書いた。これ
は了震ThomasJeffersonとBenjaminFranklinがアメリカ合衆国が独立した当時tこ経験したと
同じように蒙った犠牲とひき比べ， Archibald MacLeishがもし公の仕事に就かなければ出来た
はずの調入の仕事を犠牲にして公職に就いたことと比較した内容のものである。 Carl
Sandburg によれば， JeffersonのようにArchibaldMacLeishは，人生を，人々を，音楽を，本
を，静かに物患いに耽ることをこよなく愛したものがタやむなく公の在務に就いたと言う見方
をしたのである。
Carl SandburgはArchibald立acLei誌の国会図書館在任中に書き送った手紙の内容は詩のこ
とが主であったが，その勉に個人的な忠告が溢れている。その中でも，特に興味あるものに，
1941年 2月23日の手紙がある。これは実に冗談めかしたものである。寧ろ悪ふざけと言うべき
ものかも知れない泊。 Car1Sandburgは遠くにあって，ときにArchibaldMacLeishの罵辺を訪
僅きながら，その公務の重圧を認識し，公の責務と同時に個人の執筆の必要性もあるため，何
れも均衡を保とうとするときに当然起こって来る筈の足掻きにも似たものを理解していたのは
とりもなをさずCarlSandburgであった。従って，才能を認めていたため CarlSandburgは常
にArchibaldMacLeishに理解を示し，激励し続けた23)。
状況の変化
Archibald MacLeishが国会図書館員の責務を引き受ける決心に到るためにはかなりの時間
と多くの精力を消耗したと言う。 1941年， Archibald MacLeishは学者として，作家として，芸
街家として，公的な責務に関して京く話し，書くと共に，ことの誌か図書館の再認識と言う開
題に'悩まされた。世界第二次大戦が進行すると共に公務が重くのしかかり， 1941年12月になる
と新たなる TheOffice of Facts and Figuresの責任者に任命されて，その貢務が一層激しいも
のとなった。菌会図書館員としての任務を果たしながらも，同時に，一方では 6カ月という短
命の議論多い部局を取り仕切った。 CarlSandburgは友人ArchibaldMacLei訟の背負うその重
荷を最もよく理解した一人で、あり， Archibald MacLeishはCarlSandburgが送る手紙には常に
感謝をした。 1941年にCarlSandburgがAmericaWas Promisesについての賛辞を述べている
が，それに対して ArchibaldMacLeishは「手紙は遥かなかなたの前方に怠る山のようである。
一人ぼっちではないと言うことを知らせてくれるし，事実，向処かへむかう/4)と言う意味の
事を述べているο 公務を引き受けるに当たり ArchibaldMacLeishは，一般的に言って，詩人で
あれば公の責務を持っているのだ，と言う確信のもとに行動をする，と言う。 1947年，公の貢
務を果たしたArchibaldMacLeishは，引退するまで国会図書館員，それに引続き菌務次官補と
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しての責務を果たし，ロンドンに赴き， UNSCO設立のためにアメヲカの代表団の議長をつと
めた。その時期はArchibaldMacLeishは44歳から54設の時代であり， Carl Sandburgは58歳か
ら68歳であった。
1945年， Carl Sandburgはミシガンチi初当ら比較的温暖な地，ノースカロライナチ1'へ移り住ん
だ。 Sandburg夫人としてのLilian“Paula"Steichenは既にそれまでに山羊の飼育チャンぜオン
飼育家としての国中の名声を博L，その名は確立したものになっていた。そしてその年，
Archibald MacLeishはCarlSandburgがミシガ、ンチト|からンノースカロライナ州 FlatRockの
Connemara F armへ転宅をしたことを重大なことと受けとめて，次のように述べている。これ
はとりもなおさず，非常に個人的な領域にまで強い幹があったことを示すものと理解したい。
1 have seen press reports which would seem to indicate that you had shal王enthe goat 
dust of Harbert， Michigan off your bea主andheaded south -probably with the goats 
on your shoulders-25) 
Carl Sand凶 rgは名声が上がると共に旅と講演に出かけることが頻繁になった。一年の半分
辻旅に出た。講演をしたり，ギターを弾L、たり，今世紀はじめから収拾してきたアメリカの
フォーク・ソングを歌ったりしていたが，ミシガン丹、1Harbertの郵便毘， 1945年からはノース
カロライナ;丹、iFlat Rockの郵便昂にどさっとばかりに押し寄せる大量の郵便物に返事を出すの
もややもすれば遅れがちになった。しかしArchibaldMacLeishとの手紙のやりとりは，同世代
の文人仲需の誰よりも，最も心逼まるもので£り，この世を去るときにまで到るものであっ
た。 CarlSandburgの手紙はことの廷かArchibaldMacLeishに対して，人として，詩人として
の並外れた，卓越した敬意が払われていることが表わされている。 1954年に書いた手紙の一節
に次のような言葉がみられる。
• • .Ilove you not for what you have been， nor for what you are nor for what you are 
going to be but for al three.
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1952年5月にはCarlSandburgがArchibaldMacLeishに書き送った手紙は二人の変わること
の無い友需を雄弁に物語るものとして読み取れる。 1952年には， Carl Sandburgが The
American Academy of Arts and Lettersより歴史及び長記に対してゴールド・メタゃんが授与さ
れたのである。
Dear Archie: Your letter is good to have. It sings and cavorts， carries a sea-breeze 
smell . . 1 will miss your solemn face if you are not there at the Academy May 28 
when they award me bullion good at anyじSAmint or pawnshop. 1 hope you will 
consider with due gravity my forecast that the July conventions wiII be a wild night 
on the moors with plenty of combustibles and it will not be dark enough in Chicago to 
plC註outany familiar stars in the overhead. At present 1 survey the complex scene 
with calm and persiflage. 
1 can tel the author of the poem“Eleven" that 1 have been giving my early years a 
wrap-up under the title‘Always the Young Strangers' which publish next January 6 
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when 1 am lifting my light feet over the 75th milestone.，27l 
Carl SandburgとArchibaldMacLeishが特に一緒にいるときなどは何時も，必ずおもしろ半
分に軽口をたたいた。お互いが一緒になってするいたずらは一層二人の幹を深め， Carl 
Sandburgが絶賛して止まないソプラノの持ち主である夫人のAdaMacLeishを巻き込んでのこ
とであった。全くの即興で，それこそL泊、加減なふざけを楽しんだりもしていた様子は1944年
8月頃と判断できる手紙から伺える。
Y ou and 1 are never down til we are out and never f1abbergasted til we are 
kaflooberated... Write poems when they comeむlOcking.Stick to your mocking and 
ingenious wheelbarrow ballet dance that has Ada and me in stitches. And health shine 
from your conterlance-So be it.28) 
二人の友人，二人の詩人は他の詩人に就いて不遜とも言える意晃を交わし合っていた。 THE
COURIER (10 May 1938)にSter1ingNorthはArchibaldMacLeishが列車の車庫から，選挙運
動の漢説をしようとする知事であるかに見せかけて CarlSandburgは先遣援の役目をはたして
いたときの場面を描写している2針。
“Hooray for the governor，' said Carl. Archibald MacLeish held up his hand for silence 
and pretended he was addressing a large delegation of voters. Obviously he was 
running on a reform ticket. 
‘We'll save‘em it it kils 'em，' MacLeish said. Carl and 1 cheered. The redcaps and the 
trainmen looked askance at these antics and the big locomotive snorted gusts of 
depfeCatory steam-JO) 
先の馬鹿げた行いとこの一件の関に，二人の詩人は，ことにArchibaldMacLeishは国会国書
館に於て責務を果たすようになってからのことであったが，共に生真面自に仕事をこなしてい
た。 ArchibaldMacLeishは国会図書館の勤務の初期， Carl Sandるurgを文学的な分野に関わる
こと，また AbrahamLincolnに関することで巻き込もうと考えた。 1940年 6月， Carl 
Sandburgは結果として断ったが，国会図書館の詩部門のコンサルタントになるよう串し出が
あった。
Carl Sandburgは国会図書館がAbrahamLincolnの資料の獲得の可能性に就いては大きな関
心を抱いた。ことに， Carl Sand burgによれば，繊維業界で羊毛と木綿の卸売業者である一介の
ビジネスマン， Frederick Hil Meserveなる人物が所有する AbrahamLincolnの写真を手に入
れることに関心を抱いた。この人物は CarlSand burgがAbrahamLincolnの伝記を書く際に
Abraham Lincolnの大部分の写真を確保するに当たって手をかりた人物である。 Carl
Sandburgは国会図書館に AbrahamLincoln ~.こ関して多くのよく知られた写真の一枚一枚に，
その写真は何処で， {可持それが撮られたかについて手短なデータをつけて，ささやかなギャラ
リーを設けることを提案した。
Carl Sandburgは1941年， Abraham Lincoln関係の資料について， Herndon Weikコレクショ
ンの獲得を提案し， Archibald MacLeish宛に詳結な手紙を書いた。
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. . There are times when money is a ridiculous aside and one recalls the sergeant of 
historic distinction at the high tide of the battles crying to his men in common， 'Come 
on， come on， you sons-oるitches;do you want to live forever?' ... and perhaps more 
important yet the work of the writers having creative imagination who， with the 
modern devices of screen and radio， reach audiences running into tens of millions of 
people. Too much stress cannot be laid on the importance of the creative writer of 
integrity having access to al possible primary source materials on Lincoln.，31) 
Carl SandburgはAbrahamLincoln: The Prairie Yearsを執筆中のとき， Carl Sandburgが
必要とする論文が手に出来なかった時のフラストレーションを思い起こして次のように
Archibald MacLeishに書き送った。その結果として国会図書躍はそのコレクションを購入した
のである。
1 felt it appalling and they should be in private hands when they belonged so strictly 
to the American people戸}
公的な場での活躍
Archibald MacLeishとCarlSandburgの間tこ耳元り交された書簡を見る時に，二人が共になし
た公のプロジェクトや多くの場面で活躍したことが明確な形として判る。領iえば Archibald
話acLeishは1941年， Carl Sandburgを国会図書館に連れて行き， Carl SandburgやArchibald
MacLeishを含むアメザカの詩人が創った詩の特民プログラムがMarianneLorraine によって開
催され，“Mr.Lincoln and His Gloves"や“Mr.Longfellow and His Boy"が歌われた。その
コンサートが終わって CarlSandburgはArchibaldMacLeish ~こ手紙を書いた。
Every day your advice keeps coming back to me， the admonition 'Keep your shoes 
shined.' So， every day 1 wash my neck.，3l 
それに対して ArchibaldMacLeishは次のように答えた。
That's wonderful news about your neck. 1 can see the shine of your shoes from here. 
1t looks like a huge prairie fire reflecting up over the Alleghenys.34l 
文学者として果たした役割に加えて，政治に関しても，この二人の詩人は深い係わりを持っ
ていた。例えば1944年のシカゴで、の民主党大会のために， Frar虫linD. Rooseveltになりかわっ
て演説原稿を書いた Archibald MacLeishはシカゴ運動に引続き上院に打って出るように要請
する手紙を CarlSandburgに書いた。それに対して CarlSandburgは走り書きではあるが返事
を書いた。
• . .If you wish a statement on international affairs 1 have no slightest hesitation at 
declaring that as a people and a nation we have before this hour and time hung on a 
rim of the moon with greasy fingers-35i 
Archibald MacLeishはCarlSandburg Vこ対してボストンの芸術祭に来て，賞を受け，
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BOSTON COMMO~おで約5000から l 万人の聴衆に対して自作の詩を朗読するよう要望した。
Carl Sandburgはこの招きを喜々として受け入れずこ。受諾することを伝える回答として，次の
ように書いた。
To say a poem for a crowd gathered on Boston Common would be something to tel 
the grandchildren about.36l 
Archibald MacLeishはBostonArts F estivalに於て CarlSandburgを紹介するに当たり，次
のような紹介をした。
To Carl Sandburg， poet of the American affirmation， whose reply to dou民， to 
depression， to the failure of heart of those who dared no longer trust the people， was 
The People， Yes. Biographer of one war President， friend of another， Mr. Sandburg 
has been a participant in the history of his own troubled generation as well as the 
recorder of the great American trial. He has been the singer of the city where no one 
before him thought song could be found， and the voice of the prairie country which 
had been silent until he came. and al this continent is in his debt - a debt which 
Boston and New England， by this award， acknowledge.，37l 
Carl Sandburgは1962年に国会図書館に招かれたものの， 1959年2月12日， Lincoln記念Eの
招きを辞退したと同じように， Carl Sandburg独自の響きを持つ調子で辞退の手紙を書き非礼
を詫びた。
. . . The trouble is that 1 am not going to be there and， for reasons which you would 
understand better than anybody on earth: 1 just can't stand poetry festivals and 1 am 
not man enough， as you are， to swallow them between two shots of hooch， and return 
to the normal course of my life.
38l 
Archibald MacLeishとCarlSandburgとの友情を表す事実，状況は公的な関孫においてより
は，寧ろ志的な関係においての方が一層はっきりと量ることが出来る。お互いの持つ変わらぬ
気持は多くの場合，それぞれが仕事に大きな影響を与える結果となり，常に患いやり，利己的
でない心の支えによって保たれた。例えば，二人がお互いに温かし、自で見つめ合い，やさしい
こころで受けとめていたが， Franklin Rooseveltの死去に際して， Carl Sand burgが WOMEN'S
HOME COMPANIONに1945年6月に書いた詩， When Death Came April Twelve 1945を見
たArchibaldMacLeishはその詩を絶賛した仕方から伺える。
. . Y ourpoem is deeply and profoundly moving. 1 wish 1 had written it. 1 wish 1 could 
have written it. 
Faithfully yours， Arcf1ie.39} 
1940年に CarlSandburg ~ま OPEN LETTER TO AまCHIBALDMACLEISH WHO HAS 
FORSAKEN HIS MASSACHUSETTS F A豆M TO MAKE PROPAGANDA FO豆
FREEDOM40) と題する詩を書いている。こり時にも先と同様に感動したと書いているが，し
かし多少のニュアンスの違いがみられる。
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. . . 1 was very much moved by your‘OPEN LETTER TO ARCHIBSLD MSAC-
LEISH.' What 1 have to say about it can best be said when we meet-and probably 
then by an inarticulate look.41 
Pulitzer賞を受賞をしたTheComplete Poems 01 Carl Sandburg (1950)を手にした Archibald
MacLeishは次のように書き送った。
It's a wonderful record to put down on paper in one man's life time. As you yourself 
can be heard to say in my ear at this moment: 'it must make you feel good.' It 
makes me feel more than good to turn page after page and see the truth and strength 
and skil and beauty of a man.
42l 
また受賞を知らされたArchibaldMacLeish ~ま電報を打っている。そして Carl Sandburgは称
賛に対して返礼をした。
To be accurate and informative and do a piece of grave historic record and then every 
once in a while just because you can't help it any more than a leopard can help 
having spots or zebra having stripes you do a trick that al of a sudden says you're 
43) 
one of them poet fellers-this is an experience. 
Archibald MacLeishがHarvardで行った詩に関する講義に基づき， 1960年に Poetryand 
Experienceを書くことに同意したのはとりもなおさず，一部分にはCarlSandburgの絶えるこ
とを知らない心の支えと励ましが島ったならばこそであると言える。二人の関に交わされた手
紙からある公の行事の貴重な詳細が記録されていたり，二人が仕事や社会的，また偶人的なレ
ヴェルでの，お互い同志などの関係に於て自分自身をどの様に見ていたかを表している。しか
し時には厳しい言葉のやり取りも怠った。
む す び
ArchiむaldMacLeishは CarlSandburgよりも 15年間長生きをした。そして 1967年，
Archibald MacLeishは最後の友晴の言葉として， Lincoln Memorialで追悼の辞を述べた。ま
たCarlSandburgの追悼を詩に託した。
WHERE'S A POET'S FROM 
Where he' s born ? 
Settles ? Where the papers claim him ? 
Carl Sandburg， born in Ilinois， died in Flat豆ock， Carolina， 
in Chicago famous 
Where was Sandburg from， old poet， 
dead in Carolina in his great repute? 
“Peoria，" he said，“Missouri，" the neglected names 
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that now，むecausehis mouth has spoked them， areるeautifui.44)
Archibald MacLeish及びCarlSandburgはほっつき歩きを記録するかに多くの差しだした場
所を表す郵便の消碍の島る手紙類が残り，二人の世界が絞れるかに感じられる。
Dear Archie; 
May 1 say in closing that you are good for me and I go on reading your psalms and 
gnomics and I believe we can in fellowship contemplate our labors and say that is 
wrong with the country is none of our doing? My love to Ada. My word to you: Go 
on singing and dreaming. 
As always， Carl
45) 
The Complete Poems 01 Carl Sandburg t，こ f序文」を書いたArchibaldMacLeishは次のよ
うに言っている。
What Sandburg knew and said was what Americans knew from the beginning and 
has not yet， no matter what is believed of her， forgotten how to say: that those who 
are credulous about the destiny of man， who believe more than they can prove of the 
future of the human race， will make that future， shape that destiny. This was his 
great achievement: that he found a new way in an incredulous and disじelievingand 
often cynical time to say what Americans have always known. And beyond that there 
was another and even greater achievement: that the people listened. They are 
iiStenirlg stili.45} 
確かにこれはArchibaldMacLeishがCarlSandburg について，しかも1914年から1967年までの
詩の集大或のために書いた f序文Jで怠るが此処に於いて rCarlSandburgJ をそのまま
r Archibald MacLeishJ と置き換えて些かも鑑麗はきたさない。このことは CarlSandburg 
とArchibaldMacLeishはあらゆる酉に於いて共通するものを持ち合わせていた。常tこ創作の面
tこ於いては言うまでもなく，余りにも信人的な領域十こまで入り込んで，友情に裏打ちされた屈
い幹で結ぼれていたことは確かである。二人の共通するものの中でも重要なものは fアメり
カJtこ関しての態度は時にそれぞれの詩に何れのものかを判定できかねるものが多々あること
は否めない。
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